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はじめに

　白山地域のなかで登山者に最も利用されている別当出合から白山の山頂部にいたる地域の植生につ

いて、1989年の夏から秋にかけて、基本的な調査を実施した。

　自動車道や登山道の路線に沿っての現存植生図（１：7500）の作成を中心的な課題として、現

地での野外調査、空中写真による解析などをおこなうことが主な調査内容である。

　なお、所管機関である石川県環境部自然保護課ならびに石川県白山自然保馥センターから野外調査

などにあたり、諸般の協力・援助が与えられた。記して謝意を表する。

１　調査対象、調査期間、調査方法

（1)調査対象

今回の調査地域は利用度の高い中部白山地域で、調査対象とした道路は次の通りである。

　自動車道

　　　　　　別当出合から中飯場付近にいたる砂防工事用の自動車道

　登山路

　　　　ア、別当出合から砂防新道を通り室堂にいたる路線

　　　　イ、室堂から出発して元に戻る「お池巡りコース」の路線

　　　　ウ、室堂と南竜山荘をつなぐ「トンビ岩コース」の路線

　　　　エ、砂防新道と南竜道の交点を起点とし、室堂に至る「エコーライン」の路線

　　　　オ、室堂から南竜荘を結ぶ「展望コース」の路線

（2) 調査期間

　野外調査の期間は1989年 8月から11月までの4ヵ月間、室内での調査は1989年７月から

1990年２月までの７ヵ月間である。調査の性格上、天候等の制約があり断続して調査作業を実施

した。

(3） 調査方法

　調査方法の概要はつぎの通りである。

ア、準備作業

　まず、従来の調査資料を参考にして作業用の植生凡例を作成した。

　調査対象地域の空中写真（Ｃ　CB－77－7のC8－18～21）の密着写真ならびに２倍拡大

写真）を使用して、この凡例による２倍拡大の写真判読図素図を作成した。

イ、現地調査

　対象路線を現地調査して、周辺片側２００ｍ程度の範囲を観察し、随時必要に応じて植物社会学的

調査を実施し植生調査票を作成するとともに植生凡例の検討・修正をおこなった。同時に、現地に持

参した写真判読図素図、上記の空中写真、ならびに大縮尺の地形図と現地の植生分布を比較し、写真

判読図南図の修正、ならびに野稿図の作成をおこなった。野稿図は前記地形図上に植生の分布状況を

素描して作成した。



ウ、描図作業

　まず、修正された作業用植生凡例より、描図用の植生凡例を作成する。描図用の植生凡例も作業の

進行に応じて修正・変更したが、最終的に完成されたものは、５植生凡例一覧に収録されている。

　現地調査の期間内に撮影された調査対象地域の空中写真ならびに準備作業に使用した地形図、空中

写真、野稿図、修正ずみの写真判読図、描図用の植生凡例を使用して前記の地形図上に現存植生図を

描図して、素図を作成した。素図に必要な修正を行つたのち、フイルムベース上に転写して原図とし、

印刷に付した。

２　調査地域の概要

　調査地域は白山主峰 御前峰（2702.2ｍ）の南斜面ならびに頂上周辺に相当し、その下限は。一般車両

の乗入れ最終地点の別当出合（駐車場の標高は1199.5ｍ)である。

　（1）地形・地質

　地形的には手取川上流牛首川上流の支流にあたる別当谷左岸流域と柳谷右岸流域が調査地域の大部

分を占め。弥陀ヶ原以上の頂上周辺部は別の支流である湯谷川の流域の一部に属する部分がある。なお、

翠ヶ池付近など頂上部周辺の庄川流域の一部も調査対象区域に加えた。別当出合は柳谷川と別当谷との

合流地点にあたり、御前峰と別山（2399.4ｍ)を結ぶ白山山系の主稜ならびに御前峰と六万山（1418･

Oｍ）を結ぶ稜線を分水界とする流域の要にあたる。牛首川上流は浸食・崩壊の著しいことで知られ、

多数の砂防ダムが構築されている。

　別当出合から弥陀ヶ原にいたる地域は後期中性代層の堆積岩で構成され、弥陀ヶ原直下でごく一部に

古期流紋岩質火砕岩（白亜紀～古第三紀）が見られる。弥陀ヶ原から上は第四紀火山噴出物で被われて

いる。白山は現在は休止しているが C級の活火山でしばしば噴火しており最近の噴火記録は1579

年である。噴火の形式は普通の火山爆発と水蒸気爆発で火砕流や火山泥流が知られている。調査地域

の火山噴出物はおもに新白山火山形成期のもので新しく、特に翠ヶ池周辺には噴火によって形成された

地形が顕著に残されている。火山噴出物は安山岩質～石英安山岩質であるが、別当出合の右岸側には

古白山火山形成期の噴出物ならびに火砕流堆積物がある。

　基盤が火山性で脆弱であることに加えて多雪による雪崩や融雪水の作用により、各所に崩壌地形・

侵食地形の発達が顕著である。火山作用による地形、浸食谷、ガリ、裸岩斜面、崖錐などがそのおも

なものであるが、稜線付近では階段土の発達も認められる。なお、各流路の源流は雪田・雪渓となっ

ていることが多い。

　（2）気候

　調査対象地域では年間を継続した観測データがないので、最寄りの観測地である白峰地域雨量観測

所（位置：石川県石川郡白峰村白峰ハ130.36° 10.4' N,136°37.7' E、標高480ｍ）の資料を環境

庁（1988a)より引用して表 1に掲げる。



　金沢の気象データによって暖かさの示数（ＷＩ）ならびに寒さの示数（ＣＩ）を高度別に計算して

加賀地方の高度別の気候帯区分をおこなうと、WI＝85の標高は500m,WI＝４５の標高は14OOｍ.

WI = 1 5の標高は2400ｍとなる（古池、1983）。これはそれぞれ気候帯の区分では、冷温帯落葉

広葉樹林帯、亜高山針葉樹林帯、高山帯の境界線になるから調査地域は冷温帯落葉広葉樹林帯の一部

と亜高山針葉樹林帯ならびに高山帯の全部を含んでいることになる。なお、白山での現実のブナクラ

ス域は上下に範囲が拡大していて、上限は1600ｍ付近とされている。

　年降水量は3300mmに近い値で冬季に高いピークがあり、平均最 深雪量は３～４mであるが最大記録

は白峰で19 １８年１月の682cmである。谷間では10mを越すところがあると推定されている。白山

では、山体・稜線の南～東側に菅田・雪渓がよく発達するがこれは冬季の季節風の風背側にあたり多

量の積雪があることによるものと考えられている。この多量の積雪は雪崩ならびに融雪水の供給によ

り、浸食を促進するので地形は非対称になり植生の分布にも影響を及ぼしている。

　別当出合付近は流水だけでなく、崩壊地を供給源とする土砂、さらに周囲の稜線から山谷風によっ

て冷たい気流も集中する特異な場所である。

　(3）生態分布

　調査地域内のブナクラス域は調査地域でも上限が1600ｍ付近に達しているが調査地域の下限が約120

Omなので、高度幅は約400mあることになる。しかしながら別当出合を中心とするこの地域は地形的な

らびに小気候的に前述の通り特異な場所であるのでさまざまな攬乱をうけており、相観的にはダケカ

ンバを混交していることが多い。また、山地帯の高茎草原やドロノキなどのヤナギ高木林もよく発達

している。

　白山山系の亜高山帯では針葉樹林の発達がわるく風衝側の西～北斜面に偏っており、ダケカンバ林

がよく発達するので山地帯のブナクラス域にたいしてダケカンバ群団域と呼ばれてきた。稜線に近い

上部の南、東斜面では速やかに雪崩により積雪が無くなるが、ここでは雪崩に強いチシマザサ低木林、

ヤハズハンノキ低木林、高度が高くなるとミヤマハンノキ低木林などが形成されることが多い。ダケ

カンバ林はこの下部に接続しているのが普通である。また、崩壊地の砕屑物上には豊かな水分の供給

を受けて高茎草原が形成されている。



　いわゆる高山帯、すなわち、ハイマツ群団域は気候帯区分で2400ｍ以上ということになるので弥陀ヶ

原から室堂平にいたる途中の五葉坂がこの境界にあたり、頂上までの約300ｍがその範囲ということに

なる。オオシラビソ群集の分布の上限はほぼこれに一致するがコケモモーハイマツ群集の下限は南竜

遊のやや下2100ｍ程度まで低下しているのが注目される。

白山の高山帯ではハイマツ低木林の発達が顕著でありオオシラビソ林の場合とよい対象をなしている。

林縁はウラジロナナカマド、タカネナナカマド、ミヤマハンノキなどの低木林となり、雪田群落やオ

ンタデ群落に接続していることが多い。習田・雪渓の周囲にはアオノツガザクラ群団やハクサンコザ

クラーショウジョウスゲ群集などの菅田群落が広く形成される。後者はやや土壌化の進んだ場所にで

き、中間湿原のショウジョウスゲーイワイチョウ群集に連続的に接続する。白山には高層湿原はほと

んど見られないが中間湿原的な状態は広く観察される。水分の供給のすくない稜線や火山活動の攬乱

を受けた場所、乾燥する崩壊地などにはイワツメクサ群落（岩屑斜面群落）やいわゆる高山ハイデ、

ガンコウラン風衝ハイデなどが形成されるが面積としては狭い。

　日本の、いわゆる高山帯の性格については議論のあるところであるが、白山の場合には高山帯の範

囲が狭いこともあって、亜高山帯と共通するか、あるいは連続的に変化していく群落がある。たとえ

ばシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団もこのような性格があるので高山帯・亜高山帯高茎草原と

してこの調査では一まとめにしてある。

(4）人為的作用

　調査地域に加えられている人為的作用の主なものは次の通りである。

ア、自動車道路ならびに登山道の建設ならびに使用

　前述１（１）に記載した自動車道ならびに登山道に係わるもので建設（存在）それ自体、ならびに

その使用による作用のほか周辺地域への間接的な影響がある。具体的内容としては植生の直接の破壊、

浸食の促進、周辺への踏み込み、流水の集中による櫨生の変化、ゴミ・排せつ物による汚染などであ

る。とくに弥陀ヶ原、エコーラインでの人為的作用が顕著である。

イ、宿泊施設など

　室堂、南竜ｹ馬場に宿泊施設、キャンプ場が南竜ｹ馬場にある。内容は前項アと同じである。

ウ、砂防工事

　砂防ダムの建設・管理に係わるもので建設にともなう地形、河床の変化、地表の変形と攬乱などが

ある。人為的作用としては最も大規模のもので現在のところ標高約1600ｍ付近に達している。

エ、浸食防止工事など

　弥陀ｹ原などで行われている登山道を出発点とする浸食の防止の為の工作物の設置や、植生の人為的

形成（緑化工）である。

３　植生凡例解説

　この調査で使用した植生凡例のすべてについてその植物群落の相観、立地条件、主要な構成種など

を記載する。ただし、説明は凡例の区別に主な目的をおいているので全面的なものではない。なお、

ここで採用したものは従来県内で使用してきたものをこの調査に便利なように一部変更してあるが、

基本的には同じであるから、詳細は文献によられたい（石川県、1970；環境庁、1988b）。



　（1）寒帯・高山帯自然植生

　標高2400ｍ以上を高山帯とし。高山帯に分布する自然植生をここに含める。ただし、亜高山帯にも広

く分布するものは除いてある。

　１　コケモモーハイマツ群集

　　（相観）　高山低木林（常緑針葉低木林）

　調査地域の高山帯の群落環上で最もよく安定した群落で従来。植物社会学的調査により第2層以下

の構成に注目して、ハクサンシャクナゲ変群集（2400ｍ以上に分布）とチシマザサ亜群集（2100ｍ～24

OOnに分布）が区別されてきた。後者には移行域でしばしばオオシラビソを混交することがあるが、相

観上オオシラビソが優占する場合は植生図では除いてある。また、林縁部でハイマツの群度が３～２

の斑状の場合を含める。白山ではこの群集は多様性に富み、コメススキ、ガンコウラン、コシジオウ

レン、イワスゲなどをそれぞれ顕著に伴う型が区別できる。

　　

　　（相観）高山ハイチ（常緑矮低木林）

　以前の文献でガンコウラン風衝ハイデと呼ばれてきた群落でガンコウランが中心となるものである。

典型的なものは御前峰頂上付近の岩場などに成立しておりコメバツガザクラ、イワヒゲなどを構成種

とし本来の高山ハイデである。白山ではこの典型的なもののほかにさまざまなフアーシスがあり、多

雪の条件が加わるとクロマメノキフアーシス、アオノツガザクラフアーシスなどが出現する。これら

は雪田群落（アオノツガザクラ群団）への移行形態である。植生図ではこの植生域は狭くとってあり、

移行形態のうち疑わしいものは雪田群落に含めた。

　　

　　（相観）　風情草原（高山岩屑地植生）

　砕屑物が移動する岩屑斜面に成立する群落で、コマクサーイワツメクサクラスに相当する群落であ

るが、白山にはコマクサを産しないのでイワツメクサ群落と呼ぶことにする。御前峰の一部に見られ

るが白山では希な群落である。先駆植生の一つで安定すれば他の群落に移行するものと見られる。

　　

　　（相観）雪田群落（常緑矮低木林と夏緑広葉草原 )

　アオノツガザクラ群団には従来アオノツガザクラ雪田ならびにチングルマ雪田と呼ばれてきたもの

を含める。凡例 2の「コメバツガザクラーミネズオウ群集（高山ハイチ、ガンコウラン風衝ハイデ）」

に、この群団に連続するもののあることは前述の通りである。白山の雪田のうち雪解けが早く排水の

よい2300m 以上の砂礫地の傾斜地に形成される。この群落には大別してチングルマ、ショウジョウス

ゲなどを含む湿原型とミヤマキンバイを含む岩屑型が知られている。

　ハクサンコザクラーショウジョウスゲ群集は排水の悪い斜面・平坦面に発達するもので従来ハクサ

ンコザクラ雪田（ハクサンコザクラーネバリノギラン雪田）とよばれてきた群落である。この群集の

標徴種はハクサンコザクラであるが白山ではヒロハノコメススキ、クロユリ、コバイケイソウ、コシ

ジオウレンが専在的で、湿原と共通してミヤマリンドウ、ハクサンボウフウなども構成に加わる。場

所により、ショウジョウスゲやイワカガミなどが加わり、あるいはヒロハノコメススキの純群落に近

いものもあるなど多様性がある。

　この群落は中間湿原のショウジョウスゲーイワイチョウ群集に接続しているが泥炭化していない。

　　

　　相 観）　湿原



　白山の湿原はきわめて少なく調査地域では南竜ｹ罵場の一部などに認められるだけである。ショウジ

ョウスゲとイワイチョウが優占種でミヤマウイキョウ、ミヤマリンドウなども構成に加わる。白山の

ものはハクサンコザクラ亜群集とされるものでハクサンコザクラ、ハクサンオオバコ、クロユリ、チ

ングルマなどを識別種としている。

　凡例４のハクサンコザクラーショウジョウスゲ群集との違いは泥炭の存在することである。なお、

雪田植物群落を広義にとる場合にはそれに含めることがあるが、生態的には別であるからここでは区

別しておく。現存植生図上のものはひとつひとつ泥炭を確認したわけではなく、凡例４と多少とも連

続的である。

(2）寒帯・高山帯、亜寒帯・亜高山帯共通自然植生

白山の高山帯と亜高山帯に共通して分布する自然植生をここにまとめた。

　

（相観）　夏緑広葉低木林

ミネヤナギ群落、ミヤマハンノキ群落、ナナカマド類（タカネナナカマド、ウラジロナナカマド）

群落、ヤハズハンノキ群落などを一括してこの凡例にまとめた。白山の高山帯ではミヤマハンノキ群

落がよく発達し、コケモモーハイマツ群集の発達している斜面を浸食する若い谷の側面などによく見

られる。ナナカマド類群落も同様の立地環境に分布しているがやや浸食の活発な部位に顕著である。

亜高山帯ではヤハズハンノキ群落があらわれるがミヤマハンノキと混交することもある。上限は2500

m以上、下限は1600ｍに達する。

　

　（相観）　高茎広葉草原(亜高山帯）

　白山ではおよそ1900ｍ～2300ｍの亜高山帯を中心に亜高山帯、高山帯にまたがって立地する広大な季

節的草原で、堆雪から供給される豊かな水分と崩壊によって形成された砕屑物を基盤として生育する。

白山の豊かなお花畑の主力はこの群落にほかならない。植生図ではおおむね菅沼（石川県、19 70）

のいうミヤマシシウドーハクサンアザミ群集ならびにモミジガサーショウジョウスゲ群集の植生域で

亜高山帯のものをこの凡例であらわしてある。

　８　オンタデ群落

　-　（相観）　高茎広葉草原（高山帯）

　白山の高山帯に亜高山帯から連続して生育する高茎草原をこの凡例でしめした。内容は従来の文献

でオンタデ先駆群落と呼ばれてきたものが主であるが、その他の高茎草原も含んでいる。

　（3）亜寒帯・亜高山帯自然植生

　亜高山帯のみに形成される自然植生である。すでに述べたように白山の亜高山帯ではオオシラビソ

林などの針葉樹林の発達が悪くダケカンバ林、夏緑低木林、ササ自然草原などがよく発達している。

この傾向は調査地域で特に著しい。

　９　オオシラビソーダケカンバ林

　　（相観）　常緑針葉樹夏緑広葉樹混交樹林

　植物社会学的にはオオシラビソ群集であるが、相観的にはダケカンバの勢力が強く混交林となって

いるものである。



　10　オオシラビソ　10オオシラビソ選集

　　（相観）　常緑針葉樹林

　オオシラビソ群集のうち、オオシラビソが優占するものをこの凡例でしめした。分布は風衝斜面や

尾根に限られ前者に比べて分布域は狭い。

　11　ササーダケカンバ、　11ササ-ダケカンバ群落

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　ダケカンバの優占する群落で林床はチシマザサを持つことが多く、白山のダケカンバーアオモリト

ドマツ林のうちダケカンバの優占する分群集とされているものである。上限は2400ｍ、下限は1400ｍ付

近にあり、まれに1300ｍ付近に降りていることがある。

　12　ササ自然草原

　　（相観）　常緑ササ低木林

　亜高山帯の山頂部特に南～東斜面に発達する群落で、従来チシマザサ低木林と呼んできたものであ

るが一部にはチマキザサも含まれる。上限は2300ｍ～2400ｍに達し、下限はブナクラス域の上部を占め

標高1400ｍあたりまで分布していることがある。大別して２つの型が認められ、その一つは草丈が2 m

程度で純群落に近いものである。もう一つはエコーラインや弥陀ヶ原などに昭められるもので草丈が最

高３０ｃｍ程度、ニッコウキスゲなどの草本と混交することが多い。

　（4）寒帯・亜高山帯代償植生

　現在のところ、植生図上に表現することのできる規模のものは認められない。

　（５）ブナクラス域自然植生

　13　チシマザサーブナ群団

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　調査地域のブナ林はオオバクロモジーブナ群集に属するもので多様性に富むがここでは一括してあ

る。白山での上限は1600ｍに達する。

　14ブナーダケカンバ林

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　調査地域での凡 例13 のチシマザサーブナ群団と凡例11のササーダケカンバ群落の移行域に形成

される植生であるが、相観上無視できないので凡例の一つとした。ダケカンバとブナの混交林である。

　15　クロベーヒメコマツ群落

　－　　（相観）　常緑針葉樹林

　白山のブナクラス域の乾燥した貧栄養の尾根に形成される群落であるが、調査地域には認められな

い。

　　

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　白山の渓谷林を代表する群落であるが、調査地域には小さな林分が認められるだけである。

　17 ヤナギ高木林

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　調査地域では別当出合一帯の河岸の堆積物上に形成されているもので、ドロノキ、オノエヤナギな

どが優占種である。なお、別当出合より先の自動車道路ぞいにはオノエヤナギやイヌコリヤナギの群



落が形成されており。大きいものは樹高数ｍに達する。

　18　ヤナギ低木林

　　（相観）　夏緑広葉低木林

　同様に半安定帯の河川堆積物ならびに自動車道路ぞいなどに形成されているオノエヤナギ、イヌコ

リヤナギ、ネコヤナギなどの低木林である。

　19　ヤマハンノキ群落

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　ヤマハンノキ、ケヤマハンノキの高木林またはその幼樹よりなる群落で白山では広く渓谷林・ヤナ

ギ林とブナ林の中開域や地表変動の行われている斜面などに形成される群落であるが、調査地域では

砂防新道沿い以外にはあまり発達していない。

　20　自然低木林

　　（相観）　夏緑低木林

　調査地域では砂防新道 沿いのヒメヤシャブシ、タニウツギ、ミヤマカワラハンノキなどの群落が代

表的なもので雪崩地や崩壊地によく発達する。

　21ヤマヨモギークロバナヒキオコシ群集（山地帯高茎草原）

　　（相観）　高茎広葉草原

　ブナクラス域の広葉高茎草原をまとめてこの凡例であらわすが内容は標記の群集である。別当出合

付近の急斜面の谷や崩壊地などに断片的に存在する。オオヨモギ、クロバナヒキオコシ、アカソ、ハ

クサンアザミ、アキギリ、イタドリ、ツリフネソウ。シシウド、キツリフネ、ゴマナ、サワアザミな

どを構成種としている。夏から秋にかけて2m以上になることもある。開花は夏～秋で美しい。

　22　フジアザミ m落

　　（相観）　高茎広葉草原

　別当出合付近からやや上部までの水はけと日当りのよい崩壊斜面にはフジアザミ群落が成立する。

これはフジアザミーホタルブクロ群集に相当するものである。別当谷の急斜面などに広く発達する。

　23　ケヤキ群落

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　調査地域には認められない。いわゆる中間温帯林域によく発達する群落で、今後調査区域を広げた

場合に必要となるので、この凡例を設けておく。

　(6）ブナクラス域代償植生

　ブナクラス域の代償植生は1400ｍ付近まで存在する。

　　

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　別当出合付近の自動車道路ぞいに認められる群落で、なんらかの理由でプナの高木が失われたこと

が推定され、人為的作用の働いたことが疑われるものである。ミズナラの優占度は低い。あるものは

凡例14のブナーダケカンバ群落に似ており、なんらかの自然の営力の作用も考えられるがさしあた

りこの凡例を設けておく。

　　

　　（相観）　夏緑広葉樹林

　調査地域には存在しない。



　26ササ草原

　-　（相観）　常緑ササ低木林

　伐採などで植生が破壌された場合、形成される群落である。調査地域では確実なものはほとんど見

あたらない。

　27　ススキ群団

　（相観）　高茎禾本草原

　調査地域のものの多くは自動車道路ぞいや法面、砂防工事の谷斜面などに形成されているもので人

為裸地から遷移が進行したものが多い。

　28　伐跡群落

　（相観）　夏緑広葉低木林

　調査地域に顕著なものはない。

　29路傍雑草群落

　-　（相観）　夏緑広葉草原

　別当出合の駐車場や砂防工事用の自動車道に認められる群落でオオバコがおもな構成種である。

　(7) 河辺・湿原植生（各クラス共通）

　30　ヨシクラス、31　コウキクサ・ヒルムシ ロクラス、32　ツルヨシクラスなど３つの植生凡例が

含まれるが、調査地域では顕著でないので説明は省略する。

　（８）植林地・耕作地

　33　スギ・ヒノキ植林､34　カラマツ植林、35　落葉広葉樹植林、38　外国産広葉樹植林、37　畑

地雑草群落､38　休耕畑地雑草群落はいずれも調査地域にはないので説明を省略する。

　39　人工草地・牧草地

　　（相観）短茎禾本草原

　別当出合付近の一般自動車道路の法面の緑化工に使用されている。

　（９）その他

　その他いずれにも含まれない植生凡例をここにまとめた。

　40　居住地域・市街地　_

　調査地域では室堂と南竜山荘の敷地をこの凡例であらわした。

　　

　調査地域内には該当するものがない。

　　

　工事による人為裸地・造成地、砂防ダム、橋、自動車道などをすべてこの凡例にふくめた。登山道

については幅員の狭いものや植生により覆い隠されているものは特に表示せず、浸食の促進により周

辺に顕著な影響を与えているものはこの凡例でしめした。

　43　開放水域

　植生により被われていない水面（湖 沼、河川）をしめした。

　44　雪田・雪渓

　　現地調査のさいに雪が残存していたおおよその範囲をしめした。秋にはほとんど消失する。



45自然裸地

　雪崩地、崩壊地、河川などにおける自然の営力による裸地をしめした。

４　自然保護上留意すべき２、３の問題点

　今回の調査によって明らかとなった問題点は次の通りである。

　（１）自動車道による周辺の植生の攬乱などについて

　自動車道の建設ならびに運用がもたらしている植生の撹乱としては次のものがあげられる。資材運

搬道路の随所で見られるが、別当出合の上の斜面、柳谷側などに典型的なものがある。

ア、法面の削り取り、盛り土ならびにそれらの崩壊にともなう裸地化

イ、道路両側ならびに下方法面、崩壊場所でのヤナギ類（オノエヤナギ、イヌコリヤナギなど）の群

　　落の形成

　これは本来河川の氾濫原の植生であるが。道路からの排水が河川と類似の環境をつくることが原因

となって出現しているものと推定される。

ウ、切取り面でのヤマハンノキ群落の形成

　これは本来谷川に接続する崩壊斜面の下部に形成されるものであるが、前項イと同様に道路が河川

と類似の環境をつくることによるものであろう

エ、道路面でのオオバコ群落の形成

　（2) 登山道周辺の破壊・攬乱

　弥陀ヶ原で顕著な現象に人の踏み跡による植生の破壊とそれを原因とする侵食の促進。登山道の「川

　（ガリ）化」とその幅の拡大化がある。登山者の増加にともなってこの傾向に拍車のかかることが考

えられる。防止策として有効性が確かめられているものに木道（木橋）がある。木柵により新たに踏

み圧が加わるのを防ぐとともに、現在進行している侵食を有効に阻止する対策を講じるべきである。

なお、踏み圧被害が登山者数の増加にともなって大きくなることはいうまでもない。
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